
令和４年４月からの外皮・一次エネ算定の取り扱いについて
令和４年4月1日より一次エネルギー消費量計算 Ver2.8はご利用できなくなります、それに伴い
以下⓵～③に該当する場合は、記載の対応をお願い致します。

①評価協会の「外皮面積等を用いない外皮計算シートエクセルを使用している
②建具・ドアの熱貫流率を従前の仕様表の数値を使用している
③評価協会のエクセル旧バージョン（Ver2.1以前）を使用している。

上記①について
外皮面積等を用いない外皮計算シートのご利用もできなくなります。
（対応Verの更新がされない為）

部位別熱貫流率の算定シートより、部位ごとに最も不利な数値を一次エネルギー
計算プログラム（Ver3系）内に直接打ち込んで外皮計算を行ってください。

上記②について
従前の仕様表の数値は使用できなくなります。別途日本サッシ協会等で公表されている
熱貫流率の数値等を使用頂く必要があります。
↓↓↓以下リンク参照↓↓↓（次頁に表示）

【窓】 https://www.jsma.or.jp/Portals/0/images/sash/gijutu/20- 0501.pdf
【ドア】 https://www.jsma.or.jp/Portals/0/images/sash/gijutu/20- 0502.pdf

上記③について
住宅性能評価・表示協会のホームページより最新版の外皮計算エクセルをダウンロード頂き、
ご使用ください。（ https://www2.hyoukakyoukai.or.jp/seminar/gaihi/）
※随時更新されますので定期的に確認下さい。

※上記入力数値の根拠として、部位別U値計算シート、基礎熱貫流率の根拠シート、開口部の熱貫流率・日射熱取得率資料は必要です。

←※玄関土間の立上りRC壁の
熱貫流率も算定頂き、
入力して頂く必要があります。

←※土間床が地面より高い場合は
1.57の定数を入力下さい。

※床暖房・太陽光等が
なければ簡易版が使用可能です。

※各部位（屋根・壁・床）・開口部共熱貫流率に温度差係数を乗じた値を
比較し、最も大きな熱貫流率を入力してください。

https://www.jsma.or.jp/Portals/0/images/sash/gijutu/20-%200501.pdf
https://www.jsma.or.jp/Portals/0/images/sash/gijutu/20- 0502.pdf
https://www2.hyoukakyoukai.or.jp/seminar/gaihi/


日本サッシ協会 熱貫流率一覧表 【窓】

↓↓↓以下リンク参照↓↓↓
【窓】 https://www.jsma.or.jp/Portals/0/images/sash/gijutu/20- 0501.pdf
【ドア】 https://www.jsma.or.jp/Portals/0/images/sash/gijutu/20- 0502.pdf

※このあたりの
建具で数値2.33を
使用されている
場合は変更が
必要です。

https://www.jsma.or.jp/Portals/0/images/sash/gijutu/20-%200501.pdf
https://www.jsma.or.jp/Portals/0/images/sash/gijutu/20-%200502.pdf


日本サッシ協会 熱貫流率一覧表 【ドア】

↓↓↓以下リンク参照↓↓↓
【窓】 https://www.jsma.or.jp/Portals/0/images/sash/gijutu/20- 0501.pdf
【ドア】 https://www.jsma.or.jp/Portals/0/images/sash/gijutu/20- 0502.pdf

※このあたりの
建具で数値2.33を
使用されている
場合は変更が
必要です。

https://www.jsma.or.jp/Portals/0/images/sash/gijutu/20-%200501.pdf
https://www.jsma.or.jp/Portals/0/images/sash/gijutu/20-%200502.pdf

